
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス
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(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

チソラサマ

オルクス
オルクス

レネゲイドビーイングA

???

生誕 恐怖

少年の見た目
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1 1 4
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UGN 1

4dx+14　転運：弱り目に祟り目
5dx+14　転運：弱り目に祟り目 60%
6dx+14　転運：弱り目に祟り目 80%
8dx+14　天運：弱り目に祟り目 100%

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

4r+14
5r+14
6r+14
8r+14

13
13
13
15

鋼の顎+雨粒+アニマル 3回/ｼｰﾝ
鋼の顎+雨粒+アニマル 3回/ｼｰﾝ
鋼の顎+雨粒+アニマル 3回/ｼｰﾝ
鋼の顎+雨粒+アニマル 4回/ｼｰﾝ

0 0

都築京香

コネ:UGN幹部

8 7

ワーディング

リザレクト

ヒューマンズネイバー

オリジン:レジェンド

アニマルテイマー

鋼の顎

雨粒の矢

絶望の領域

透明存在

地獄耳

猫の道
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★
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オート

気絶時

常時

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

視界

-

至近

至近

-

視界

視界

視界

シーン

自身

自身

自身

-

-

ｼｰﾝ(選択)

ｼｰﾝ(選択)

自動

自動

自動

自動

対決

対決

対決

自動

-

↓100

RB

RB

-

-

-

ﾋﾟｭｱ

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

衝動判定ﾀﾞｲｽ+LV個。基本侵食+5

ｼｰﾝ中、【精神】判定の達成値を+[LVx2]

ﾀﾞｲｽ+[LV+1]個

攻+7の射撃攻撃。装甲無視。同ｴﾝ不可

攻+[LVx2]。コンセ不可

対象のﾗｳﾝﾄﾞ中判定ﾀﾞｲｽ-[LVx2]個

無能力者には見えない

街中の出来事を把握できる

近道できる

明日市内の雑木林の中にある、古ぼけた祠の前で目を覚ました。自分が何者なのか、なんとなくはわかるが確信が得られない。
その場で思考していると、祠の前を、手をつないだ老婆と幼子が通りかかった。
「ここにはチソラサマというこの土地の神様が住んでるんだ」老婆はそう言って両手を合わせた。
それを正面から見ていると、少し確信が戻ってきた。どうやら自分はこの土地に由来するものらしい。
もっとこの土地に関われば、更に確信が得られるだろうか。
少年の形をしたそれは、立ち上がり街へ向かって行った。

着物のような服装の少年の姿をしたRB。
遥か昔、明日市のある地域で信仰されていた「チソラサマ」という土地神に由来し発生した。
現在では、チソラサマ信仰はほぼ廃れきっており、地元で長く暮らす老人達が先人に聞かされた言葉を覚えている程度である。
そのせいか、本人の中でも自分の存在に対する定義があいまいになっており、自分が何者なのかなんとなくでしか把握できていない。
信仰がエネルギー源であることも曖昧にしか理解していない為、人と関われば満腹になれる、程度の動機で人界へ赴く。
しかし、能力のせいか存在が曖昧だからなのか、レネゲイドウイルスを持たない人間に彼を見ることは出来ない為、非常に効率が悪かった。
プランナーとは、そんな折に声をかけられたことから関係を継続している。
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